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「岩手県環境保健研究センター」では、県民のみなさんの健康といわての環境を守るため、健康・環境に

関する科学的・技術的拠点として、次のような業務に取り組んでいます。 

① 県民のみなさんの健康や環境に被害のおそれがある場合の対応 

② 健康と環境を守るための試験検査・監視測定  

③ 行政の課題に対応した調査研究  

④ 技術支援・情報発信・研修指導 

広報誌「環保研聞録～I-RIEP Journal～」では「環保研（かんぽけん）センター」の取組や健康・環境

に関する情報を定期的にお届けしています。 
 

 麻痺性貝毒の機器分析法に関する研究を行っています （衛生科学部）       

■貝毒の概要 

貝毒とは、有毒プランクトンを餌としたホタテ

ガイやカキ、ムラサキイガイ等の貝が毒化するも

のです。 

日本で主に問題となるのは、摂食したヒトに舌

や手足のしびれ、呼吸困難などを起こす麻痺性貝

毒、下痢を引き起こす下痢性貝毒があります。岩

手県においても、貝毒が高毒化している時期は出

荷規制が行われています。 

検査方法として、下痢性貝毒は機器分析法が用

いられていますが、麻痺性貝毒は分析機器による

毒成分の検出が難しく、今もマウス試験法を用い

て毒性を評価しています。 

しかし、高感度の分析機器で麻痺性貝毒も測定

することが可能となれば、より迅速に精確なデー

タを得ることが出来ます。現在、世界各国で検討

がなされているところです。 

■当センターでの研究 

これまで当センターでは、ふぐ毒やキノコ毒な

どの自然毒の機器分析法の検討を重ねてきまし

た。平成 28 年からは、麻痺性貝毒の検討を開始

し、現在では主要７成分を測定することが可能と

なりました。 

また、岩手県水産技術センター協力の下、毒化

したホタテガイを機器分析で測定することで、マ

ウス試験の代替法として妥当性や、貝の毒化機構

について現在研究を進めているところです。 

■成果発表 

「麻痺性貝毒の機器分析に関する研究」で得ら

れた結果の一部は、平成 29 年 11 月に奈良県で

開催された、第 54 回全国衛生化学技術協議会（全

化協）年会の食品部門において発表しました。こ

の年会は、日本全国の衛生研究所の研究者が集ま

り、最新の研究成果を発表するものです。 

当センターの沼野聡専門研究員が発表した

「LC-MS/MS※を用いたホ

タテガイ中の麻痺性貝毒の

分析について」は、分析手

法の新規性やマウス試験法

との関係を示した内容が多

くの注目を浴び、優秀発表

賞を受賞しました。 

今後も分析法の確立のた

め研究を継続していきます。 

 写真：岩手山と当センター庁舎全景 
（2017.11.28 ドローン撮影） 

写真：全化協年会で優秀発表賞を 

受賞した沼野聡専門研究員 

※LC-MS/MS（液体クロマトグラフ質量分析計） 
残留農薬や医薬品、自然毒等の成分を高感度で測定可能
な分析機器。 
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 「健康寿命」をのばそう ～生活習慣病の予防・改善は禁煙から～（保健科学部） 

喫煙は、あらゆる生活習慣病のリスクを高めま

す。喫煙者は非喫煙者に比べ糖尿病の発症リスク

が 1.4 倍、脳卒中で死亡するリスクが 2～3 倍、

心筋梗塞が起こるリスクが 3～4 倍高くなること

がわかっています。また、喫煙はがんの主な原因

で、肺、口腔・咽頭、食道、胃などのがんについ

ては喫煙との因果関係が明らかになっています。

禁煙は、生活習慣病のリスクを減らし、確実に健

康改善につながります。 

保健科学部では県内の医療保険者のご協力を

いただき、被保険者（40～74 歳）の特定健康診

査・生活習慣に関する標準的な質問票のデータを

収集し地域別・年齢別・性別など様々な角度から

分析を行い、医療保険者や市町村等への情報還元

や HP に掲載し情報提供を行っています。（詳細：

別記（右側枠内）のとおり。） 

 岩手県では、「たばこを習慣的に吸っている者

の割合」が男性は微増傾向で（図１）、平成 26 年

度の都道府県別集計結果では青森県に次いで2番

目に高い割合でした。岩手県の女性は全国平均よ

り低いですが、ここ 5 年間は年々増加しています

（図１）。 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省が毎年実施する国民健康・栄養調査

では、習慣的に吸っている者の割合はこの 10 年

間で男性・女性とも減少しているのに対し本県は

増加傾向にありますので、今後、より一層禁煙に

向けた取組を進める必要があります。 

27 年度の「たばこを習慣的に吸っている者の

割合」について、岩手県全体を基準とし性別年齢

構成を補正（標準化該当比）して市町村別に出現

率を比較したところ、盛岡市は女性が有意に高く、

沿岸南部は男性・女性で有意に高い状況でした

（図２）。 

 日本の最近の研究では喫煙者の平均寿命は男

性 8 年、女性 10 年短縮することが報告されてい

ます。本県の健康課題の脳血管疾患をはじめ様々

な生活習慣病の危険因子となる喫煙を減らし生

活習慣病の発症及び重症化を予防し、健康寿命を

のばしましょう。 

 

  

（別記）平成 27 年度は、39 医療保険者（市町村国

民健康保険、健康保険組合、共済組合、全国健康保

険協会岩手支部）の計 222,295 人（男性 111,414

人、女性 110,881 人）のデータをまとめました。

詳しくは HP「データでみるいわての保健医療情報 

4 成人（特定健診・特定保健指導）」をご覧下さい。 
 

http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/

hoken/006942.html 

図１ 岩手県「たばこを習慣的に吸っている者の割合」の推移 図２ 岩手県「たばこを習慣的に吸っている者の割合」の標準化該当比 
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凡例 ■岩手県の出現率より有意に高い 
■岩手県の出現率より有意に低い 

 

http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/hoken/006942.html
http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/hoken/006942.html
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 岩手県内における公共用水域と地下水の水質調査結果について （環境科学部）                     
岩手県、盛岡市及び国土交通省は、水質汚濁防

止法に基づき、岩手県内における公共用水域（河

川、湖沼、海域）及び地下水の水質調査を実施し

ています。最新データである平成 28 年度の調査

結果が、平成 29 年 12 月に県庁環境保全課から

公表されました。 

 公共用水域の水質調査について、平成 28 年

度は、県内 256 地点で約 27,000 項目の測定が行

われました。環境科学部は、調査機関から測定デ

ータを収集し、とりまとめを行っています。水質

汚濁の指標である BOD（河川）及び COD（湖沼

及び海域）の環境基準について、岩手県は平成 28

年度も 98.2%（全国 90.3%）と全国と比較して

達成率が高く、良好な水質であることがわかりま

した（図）。 

地下水の水質調査について、平成 28 年度は、

県内 172 本の井戸で、約 2,600 項目の測定が行

われました。環境科学部は、重金属（カドミウム、

鉛、ヒ素など）、農薬類（チウラム、シマジンな

ど）、PCB などの測定を行いました（写真）。環境

基準を超過した地点については、住民の健康被害

を防止するために、県が市町村と連携して、汚染

原因に係る調査を実施し、井戸の所有者等に飲用 

 

 

の中止や水道への切り替え等を指導しています。

また、比較的高濃度が検出された場合、翌年度以

降も継続して調査を実施しています。 

今後も岩手県で定める測定計画に基づき調査

を実施するとともに、関係機関等と連携し、県内

の水質の維持を図っていきます。 

 

 

公共用水域と地下水の測定計画・測定結果は以下

のページで確認できます。 

http://www.pref.iwate.jp/kankyou/

hozen/suishitsu/47604/index.html  

 

図：BOD（COD）の環境基準達成率の推移 

写真：農薬類を GC-MS※で測定している様子 

※GC-MS（ガスクロマトグラフ質量分析計） 
残留農薬や揮発性の高い化学物質を、高感度で測定可能
な分析機器。 

http://www.pref.iwate.jp/kankyou/hozen/suishitsu/47604/index.html
http://www.pref.iwate.jp/kankyou/hozen/suishitsu/47604/index.html


I-RIEP Journal  vol.13     2018.2 

岩手県環境保健研究センター      Iwate Prefectural Research Institute for Environmental Sciences and Public Health (I-RIEP) 

 岩手県の酸性雨を測定しています （地球科学部）                   

■酸性雨とは？ 

 酸性雨とは、人為起源（自動車・工場など）や

自然起源（火山活動など）によって放出された硫

黄や窒素の酸化物が、大気中で硫酸や硝酸に変化

し、雨水に溶け込んで強い酸性となって降る雨の

ことをいいます。そのため、日本国内だけでなく、

外国から運ばれてきた空気が原因となって酸性

雨をつくりだすこともあります。 

■酸性雨の影響は？ 

 わたしたちの身近な環境への影響が懸念され

ています。例えば、川や湖に酸性雨が降ると、水

が酸性化し水生生物が棲めなくなってしまいま

す。森林では土壌の性質が変化し、木々が枯れて

しまうこともあります。さらに、コンクリートや

大理石を溶かし、銅像に錆を発生させるなどの文

化財への影響もあります。 

■岩手県の取組み 

 岩手県では、当センターの屋上にろ過式採取装

置（写真1）を設置し、降水※をサンプリングしな

がら1週間ごとに回収して、分析機器（写真2）を

用いた調査を年間を通して行っています。（※冬

季（12~３月）は降雪を容器に採集し調査を行っ

ています。） 

平成28年度の調査結果は、pH が4.4～5.4の間

で推移しておりました。年平均値は4.8であり、

過去の10年間の変動範囲（4.7～5.2）内でした。 

 今後も県内の大気環境を把握するため、調査を

継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】この 2・3 年ですっかりおなじみになった「ドロー

ン」（小型の無人航空機）は、当センターの研究や業務でも有効活

用可能なツールだと考えています。 

今回は紙面の「プチリニューアル」として、タイトルの背景に

ドローンで撮影した写真を使用してみましたが、岩手山（標高

2038m・当センターの北北西約 20kmに位置する県内一高い山）

をこんなに近く感じることができたのは新たな発見でした。（あ）

 

 

 

 

 

 

写真 2:酸性成分を分析する装置 

(イオンクロマトグラフ(IC)) 

 

《編集・発行》 岩手県環境保健研究センター 企画情報部 

岩手県盛岡市北飯岡一丁目 11-16 

TEL 019-656-5666 FAX 019-656-5667  

Ｅ－ｍａｉｌ：CC0019＠pref.iwate.jp 

ホームページ http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/  

 

「いわての大気環境」ホームページは、岩手県内の大気測定局（15 か所）で常

時測定されているＰＭ2.5や光化学オキシダント等の大気汚染物質（全 11 項目※）

の濃度をパソコン・携帯電話からリアルタイムでご覧いただくことができるシス

テムです。（※測定項目は測定局ごとに異なり、１測定局につき３～７項目です。） 

このたび、ホームページをリニューアルしました。また、これに伴い、ホーム

ページのＵＲＬが変更となりましたのでお知らせします。 

パソコン版 

http://www.iwate-taiki.jp/kanshi/mapg/index.html 

携帯・スマートフォン版 

http://www.iwate-taiki.jp/kanshi/m/index.html (QR コード) 

「いわての大気環境」 
ホームページをリニューアルしました！ 

写真 1：ろ過式採集装置 

http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/index.html
http://www.iwate-taiki.jp/kanshi/mapg/index.html
http://www.iwate-taiki.jp/kanshi/m/index.html

